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Ⅰ．法人の概要 

（１）建学の精神 

    「自主独立と新開拓者（ノヴァフロンティア）精神」 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校法人の沿革 

年 月 内  容 

昭和 32 年 4 月 九州電気学校 認可（小倉市到津真鶴町 25 番地） 

昭和 33 年 10 月 校舎・校地買収新築（小倉市南下富野 358 番地） 

昭和 34 年 4 月 学校法人九州電気学園 設置認可 

理事長 中村全亨就任 

昭和 34 年 4 月 昼間部電気科初等部 修業年限変更（2 ヵ年） 定員増員（120 名） 

機械科自動車整備部、電気科初等短期部 増設（定員各 40 名） 

昭和 34 年 10 月 小倉市下富野に運動場用地（1,620 坪）取得 

機械科自動車整備部 自動車整備科に変更 

昭和 35 年 3 月 第 2 期校舎新築落成（177 坪） 総定員増員（560 名） 

昭和 36 年 4 月 九州電気学校 九州電気専門学校に改称 

昭和 38 年 2 月 自動車整備実習場新築（140 坪） 

昼間部電気科高等部（3 ヵ年制）2 学級増設 

遠賀郡海老津岡垣村に校地（10,000 坪）取得 

  

建学の精神を総合すれば、積極進取(1)、即ち学生諸君にアクティブ(2)な進取

の精神を期待しているのである。 

 今日
こんにち

は、余りに人に依存する、イージーゴーイング(3)な傾向が強すぎるよう

だ。時勢とか、時の流れとかいうものに、あまりにも追従し、流され、自主性

というものを失っている。これでは、学問・技術は、自分のものにならない。 

 将来、立派な社会人になる準備をするのが学生の本分でなければならない。

そのためにも、自分で以って研鑽(4)し、基礎を固め、人間形成を自力で作り上

げなければならない。幅広い読書もし、多くの人にも接し、体験を豊かにし、

人間完成を目指す。私は、自分の学校を、そうした学園に持って行きたいと念

じている。 

 

中村全亨著「教育のあじ、仕事のあじ」（昭和 42 年発行）より抜粋 

――――――――――――――――――――――――――――――――-―― 

(1) 進取：自ら進んで事をなすこと。 

(2) アクティブ(active)：自ら進んで行動するさま 

(3) イージーゴーイング(easygoing)：物事の対処のしかたが安易なさま。 

(4) 研鑽
けんさん

：学問などを深く研究すること。 
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昭和 38 年 8 月 学校法人北九州学園（小倉市若園町 305 番地）を吸収合併 

校地（4,863 坪）、校舎（236.5 坪）、2 学級増加 

昭和 39 年 4 月 若園校に自動車整備実習場完成（30 坪） 

昭和 39 年 10 月 自動車整備士養成施設第一種校指定 

若園校舎第 1 期工事 鉄筋、木造（485 坪）完成 

昭和 40 年 2 月 九州電機工業短期大学 設置認可 

電気科（入学定員 100 名） 電力工学コース・電子工学コースを開設 

昭和 41 年 4 月 九州電機工業短期大学 3 号館完成 20 教室（鉄筋 5 階建）完成 

九州電気専門学校 6 教室（鉄筋 3 階建）完成 

九州電機工業短期大学 女子電化工学コースを新設 

昭和 42 年 3 月 九州電機工業短期大学附属幼稚園 設置認可（総定員 120 名） 

九州電機専門学校 夜間部 募集停止 

九州電機工業短期大学 第 2 部 設置認可（入学定員 100 名） 

電力工学・電子工学の 2 コースを開設 

昭和 42 年 6 月 電子計算機室設置 電子計算機 FACOM230-10 導入 

昭和 43 年 3 月 九州電機工業短期大学 女子電化工学コースを電子計算機コースに改称

（共学化） 

昭和 43 年 4 月 九州電気専門学校 定員変更 電気科 150名、自動車整備科 2ヵ年制（中

卒）80 名、1 ヵ年制（高卒）50 名 

昭和 45 年 4 月 九州電機専門学校 北九州自動車整備学校に改称 

自動車整備科 2 ヵ年（高卒）入学定員 100 名、電気科廃止 

昭和 46 年 4 月 九州電機工業短期大学附属幼稚園 園舎増築（4 教室）（総定員 240 名） 

昭和 47 年 4 月 九州電機工業短期大学 電気事業法に基づく電気主任技術者資格校（第

二種、第三種）認定 

昭和 48 年 4 月 九州電機工業短期大学 九州電機短期大学と改称 

 九州電機工業短期大学附属幼稚園 九州電機短期大学附属幼稚園と改称 

昭和 48 年 11 月 北九州自動車整備学校 二級自動車整備士国家試験実技免除校に認定 

昭和 49 年 4 月 九州電機短期大学 放送技術コースを新設 

昭和 51 年 3 月 九州電機短期大学附属幼稚園 リズム教室増築（49.5 ㎡） 

昭和 51 年 4 月 専修学校法の制定に伴い、北九州自動車整備学校を北九州自動車整備専

門学校と改称。定員 100 名（高卒 2 ヵ年）。工業専門課程二級自動車整

備科となる。実習場増築。 

昭和 51 年 6 月 北九州自動車整備専門学校、私立専修学校課程認可 

昭和 52 年 11 月 九州電気学園 学園創立 20 周年記念式典挙行 

昭和 54 年 3 月 九州電機短期大学 コンピュータ FACOM V シリーズを導入 

昭和 55 年 2 月 九州電気学園 学生食堂増築 

昭和 56 年 4 月 九州電機短期大学 コンピュータ FACOM・M130F 導入 
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昭和 57 年 9 月 九州電機短期大学附属幼稚園 園舎全面改装（鉄筋 2 階建て 8 教室） 

昭和 58 年 4 月 九州電機短期大学附属幼稚園 3 歳児保育開始（募集 40 名） 

昭和 58 年 10 月 九州電機短期大学 実験管理棟（鉄筋 3 階建）完成 

昭和 59 年 3 月 九州電機短期大学 コンピュータ FACOM・M340R 導入 

昭和 59 年 7 月 九州電機短期大学 小倉南区津田新町グラウンド（6,982 ㎡）完成 

昭和 61 年 8 月 北九州自動車整備専門学校 実習場増築（371.9 ㎡） 

昭和 62 年 4 月 北九州自動車整備専門学校 定員を 150 名に増員 

昭和 62 年 11 月 九州電気学園 創立 30 周年記念式典挙行 

九州電機短期大学 台湾・呉鳳工業専科学校と姉妹校提携 

九州電機短期大学 FACOM・M730/20 導入 

30 周年記念館ゼンリョウホール（3 階建 1,875 ㎡）完成 

平成元年  4 月 九州電機短期大学 電気科第 2 部 募集停止 

平成 2 年 12 月 九州電機短期大学 電気科第 1 部 臨時定員増（入学定員 200 名／総定

員 400 名） 

平成 4 年  1 月 九州電機短期大学 電気科第 2 部 廃止認可 

電気科第 1 部を電気科に改称 

平成 5 年  2 月 理事長 中村全亨逝去  中村文彦 理事長就任 

平成 5 年 12 月 九州電機短期大学 電気電子科 入学定員 50 名（臨時定員増により 100

名）および情報システム科 入学定員 50 名（臨時定員増により 100 名）

設置認可 

平成 6 年  4 月 九州電機短期大学 電気科 募集停止 

平成 7 年  1 月 北九州自動車整備専門学校 専門士称号付与校となる 

平成 8 年  7 月 九州電機短期大学 電気科 廃止認可 

平成 11 年 3 月 九州電機短期大学 コンピュータ FACOM GS-8300E/20C 導入 

平成 11 年 10 月 九州電機短期大学 入学定員変更 

電気電子科 70 名 情報システム科 80 名 

平成 13 年 1 月 九州電機短期大学 第二種電気工事士養成施設指定（定員 10 名） 

平成 13 年 8 月 北九州自動車整備専門学校 二級二輪自動車整備士 養成開始 

平成 13 年 12 月 九州電機短期大学附属幼稚園 収容定員変更（総定員 210 名） 

 九州電機短期大学 入学定員変更 

電気電子科 50 名 情報システム科 50 名 

平成 15 年 4 月 でんき幼稚園 満三歳児 受入開始 

平成 15 年 6 月 九州電機短期大学 学科改組転換 

テクノプランニング学科 設置認可（入学定員 60 名） 

平成 16 年 2 月 北九州自動車整備専門学校 一級自動車整備科（2 ヵ年）設置認可（入

学定員 10 名） 

一級養成棟鉄筋 2 階建（611 ㎡）完成 
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平成 16 年 4 月 九州電機短期大学 電気電子科・情報システム科 募集停止 

平成 17 年 4 月 北九州自動車整備専門学校 定員変更 175 名 

平成 17 年 4 月 九州電機短期大学 電気電子科・情報システム科 廃止届出 

平成 18 年 4 月 九州電機短期大学 テクノプランニング学科 募集停止 

平成 18 年 9 月 九州電機短期大学附属幼稚園 多目的ホール増築 

平成 19 年 4 月 九州電気学園 ぜんりょう学園に名称変更 

北九州自動車整備専門学校 二級自動車整備科二輪自動車整備士コース

開設（入学定員 25 名） 

九州電機短期大学附属幼稚園 でんき幼稚園に園名変更 

北九州電気専門学校（入学定員 40 名） 開校 

平成 19 年 11 月 ぜんりょう学園 創立 50 周年記念式典挙行 

創始者 中村全亨先生 胸像設置 

平成 20 年 4 月 北九州自動車整備専門学校を専門学校 北九州自動車大学校に校名変更 

 二級自動車整備科二級自動車整備士コース 入学定員変更（150 名） 

平成 21 年 2 月 北九州電気専門学校 専門士称号付与公示 

平成 21 年 4 月 専門学校 北九州自動車大学校 新実習校舎（1,963.96 ㎡） 完成 

 専門学校 北九州自動車大学校 一級自動車整備科 4 年制設置（入学定

員 20 名） 

北九州電気専門学校 募集停止 

平成 22 年 3 月 北九州電気専門学校 閉校 

平成 22 年 4 月 専門学校 北九州自動車大学校 一級自動車整備科 2 年制 募集停止 

平成 23 年 12 月 専門学校 北九州自動車大学校 一級自動車整備科 高度専門士称号付

与公示 

平成 24 年 4 月 専門学校 北九州自動車大学校 入学定員変更 一級自動車整備科（50

名）、二級自動車整備科自動車整備士コース（100 名） 

平成 26 年 3 月 専門学校 北九州自動車大学校 一級自動車整備科、二級自動車整備科 

職業実践専門課程 認定公示 

平成 27 年 4 月 でんき幼稚園小規模保育園 開設（収容定員 19 名） 

保育室・調理室（149 ㎡）完成 

平成 28 年 2 月 専門学校 北九州自動車大学校 燃料電池自動車 MIRAI（トヨタ）納車 

平成 30 年 4 月 でんき幼稚園 施設給付型幼稚園へ移行 

令和元年  9 月 専門学校 北九州自動車大学校 大学等における修学支援に関する法律

第 7 条第 2 項各号に掲げる要件 充足確認 

令和 2 年  4 月 理事長 中村文彦 退任  中村仁 理事長就任 

令和 4 年  4 月 専門学校 北九州自動車大学校 入学定員変更 一級自動車整備科（75

名）、二級自動車整備科自動車整備士コース（50 名） 

令和 4 年  7 月 専門学校 北九州自動車大学校 学科校舎 新築・改修工事 完了 
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令和 6 年 4 月 専門学校 北九州自動車大学校 二級自動車整備科二輪自動車整備士コ

ース募集停止  

入学定員変更 一級自動車整備科（50 名） 二級自動車整備科（50 名） 

 

（３）設置学校・学科、施設 

設置する学校・施設 開校年月 学部・学科 摘要 

専門学校 

北九州自動車大学校 

昭和 51 年 4 月 一級自動車整備科 

二級自動車整備科 

 自動車整備士コース 

 二輪自動車整備士コース 

 

でんき幼稚園 昭和 42 年 4 月   

でんき幼稚園小規模保育園 平成 27 年 4 月   

 

（４）学生数の状況 

（令和６年５月１日現在）（単位：人） 

学校名 入学定員数 収容定員数 現員数 
摘 

要 

専門学校 

北九州自動車 

大学校 

一級自動車整備科 50 名 250 名 154 名  

二級自動車整備科 

自動車整備士コース 
50 名 100 名 73 名 

 

二級自動車整備科 

二輪自動車整備士コース 
募集停止 25 名 9 名 

 

でんき幼稚園 若干名 150 名 114 名  

でんき幼稚園小規模保育園 若干名 19 名  18 名  

 

（５）役員・評議員の概要 

   ・役員 

 定員数 現員数 
学内外者 

の別 
氏名 前職又は現職 

理 事 7 名 7 名 

学内者 中村 仁 でんき幼稚園 園長 

学内者 中村 元 ぜんりょう学園 事務局長 

学外者 三島 正一 株式会社 役員 

学外者 合馬 紘 病院 院長 

学外者 山下 文義 税理士事務所 税理士 

学外者 添田 時次 学校法人設置学校 主事 

学外者 井上 慎 株式会社 役員 

監 事 2 名 2 名 学外者 （令和６年４月１日現在） 
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・評議員 

定員数：１５名    現員数：１５名（学内者１０名、学外者５名） 

 

（６）教職員の概要                  （令和６年４月１日現在） 

区分 法人本部 

専門学校 

北九州自動車

大学校 

でんき幼稚園 
でんき幼稚園

小規模保育園 
計 

教
員 

本務 ― 14 11 ― 25 

兼務 ― 3 0 ― 3 

職
員 

本務 ― 4 1 5 10 

兼務 ― 8 5 5 18 

 

（７）その他 

  ・系列校の状況等 

    学校法人九州電機工業学園 希望が丘高等学校 

     〒809-0033 福岡県中間市土手ノ内３丁目１９番１号 TEL.093-962-6673 

    設置学科：総合学科（教養／総合ビジネス／スポーツ／トータルビューティー／音楽） 

自動車科 

自動車専攻科 

 

Ⅱ．事業の概要 

（１）主な事業の概要 

  ＜専門学校 北九州自動車大学校＞ 

   ・令和５年度第２回自動車整備技能登録試験において、一級小型 ８８．２％、二級ガソ

リン ９６．６％、二級ジーゼル ８１．５％。就職率１００％達成。 

 

（２）主な施設・設備等の状況 

  ＜ぜんりょう学園＞ 

     キュービクル１基の改造工事実施 

     電話交換機の入れ替え工事実施 

     事務局複合機を入れ替え 

  ＜専門学校 北九州自動車大学校＞ 

     ベンチエンジン４基を導入 

  ＜でんき幼稚園・でんき幼稚園小規模保育園＞ 

     アンパンマンオープンカーを園庭に新設 
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Ⅲ．財務の概要 

（１）貸借対照表の推移 

（単位：千円） 

 令和 3 年度末 令和 4 年度末 令和 5 年度末 

固定資産 1,793,041 円 1,687,538 円 1,723,141 円 

流動資産 1,604,546 円 1,641,825 円 1,582,449 円 

資産の部合計 3,397,588 円 3,329,364 円 3,305,590 円 

固定負債 44,137 円 39,905 円 45,325 円 

流動負債 61,679 円 72,171 円 50,988 円 

負債の部合計 105,817 円 112,076 円 96,314 円 

基本金 1,837,928 円 1,964,973 円 1,977.149 円 

繰越収支差額 1,453,841 円 1,252,314 円 1,232,126 円 

純資産の部合計 3,291,770 円 3,217,287 円 3,209,275 円 

負債及び純資産の部合計 3,397,588 円 3,329,364 円 3,305,590 円 
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（２）資金収支計算書の推移 

 （単位：千円） 

収入の部 令和 3 年度末 令和 4 年度末 令和 5 年度末 

学生生徒等納付金収入 189,932 円 214,685 円 223,605 円 

手数料収入 2,406 円 2,855 円 2,337 円 

寄付金収入 0 円 0 円 0 円 

補助金収入 124,604 円 132,533 円 144,951 円 

資産売却収入 200,759 円 311,998 円 30,906 円 

付随事業・収益事業収入 10,200 円 11,202 円 10,570 円 

受取利息・配当金収入 8,193 円 7,295 円 5,451 円 

雑収入 2,902 円 5,270 円 5,009 円 

借入金等収入 0 円 0 円 0 円 

前受金収入 49,877 円 41,055 円 37,650 円 

その他の収入 68,954 円 10,952 円 9,059 円 

資金収入調整勘定 △   37,422 円 △   54,746 円 △   47,486 円 

前年度繰越支払資金 1,669,676 円 1,589,131 円 1,629,128 円 

収入の部合計 2,290,085 円 2,272,232 円 2,051,184 円 

 

（単位：千円） 

支出の部 令和 3 年度末 令和 4 年度末 令和 5 年度末 

人件費支出 204,292 円 225,440 円 233,282 円 

教育研究経費支出 46,131 円 60,661 円 47.090 円 

管理経費支出 57,077 円 114,820 円 53,740 円 

借入金等利息支出 0 円 0 円 0 円 

借入金等返済支出 0 円 0 円 0 円 

施設関係支出 241,728 円 115,269 円 20,930 円 

設備関係支出 1,373 円 14,721 円 5,886 円 

資産運用支出 139,209 円 131,602 円 104,257 円 

その他の支出 25,868 円 11,003 円 30,318 円 

資金支出調整勘定 △   14,727 円 △   30,415 円 △   14,367 円 

翌年度繰越支払資金 1,589,131 円 1,629,128 円 1,570,044 円 

支出の部合計 2,290,085 円 2,272,232 円 2,051,184 円 
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（３）事業活動収支計算書の推移 

 （単位：千円） 

  令和 3 年度末 令和 4 年度末 令和 5 年度末 

教
育
活
動
収
支 

事
業
活
動 

収
入
の
部 

学生生徒等納付金 189,932 円 214,685 円 223,605 円 

手数料 2,406 円 2,855 円 2,337 円 

寄付金 0 円 0 円 0 円 

経常費等補助金 123,283 円 131,930 円 144,455 円 

付随事業収入 10,243 円 10,604 円 10,397 円 

雑収入 2,572 円 5,270 円 5,009 円 

教育活動収入計 328,439 円 365,345 円 385,803 円 

事
業
活
動 

支
出
の
部 

人件費 208,754 円 221,208 円 238,702 円 

教育研究経費 82,635 円 101,014 円 91,798 円 

管理経費 68,751 円 73,682 円 66,054 円 

徴収不能額等 0 円 272 円 0 円 

教育活動支出計 360,141 円 396,177 円 396,554 円 

教育活動収支差額 △ 31,702 円 △ 30,832 円 △ 10,751 円 

教
育
活
動
外
収
支 

事
業
活
動

収
入
の
部 

受取利息・配当金 8,193 円 7,295 円 5,451 円 

その他の教育活動外収入 0 円 0 円 0 円 

教育活動外収入計 8,193 円 7,295 円 5,451 円 

事
業
活
動

支
出
の
部 

借入金等利息 0 円 0 円 0 円 

その他の教育活動外支出 0 円 0 円 0 円 

教育活動外支出 0 円 0 円 0 円 

教育活動外収支差額 8,193 円 7,295 円 5,451 円 

経常収支差額 △ 23,509 円 △ 23,537 円 △ 5,299 円 

特
別
収
支 

事
業
活
動

収
入
の
部 

資産売却差額 136 円 2,057 円 646 円 

その他の特別収入 3,945 円 603 円 496 円 

特別収入計 4,081 円 2,660 円 1,142 円 

事
業
活
動

支
出
の
部 

資産処分差額 49,637 円 113 円 3,855 円 

その他の特別支出 0 円 53,492 円 0 円 

特別支出計 49,637 円 53,605 円 3,855 円 

特別収支差額 △ 45,555 円 △ 50,945 円 △ 2,712 円 

基本金組入前当年度収支差額 △ 69,064 円 △ 74,482 円 △ 8,011 円 

基本金組入額合計 △ 41,893 円 △ 127,044 円 △ 12,175 円 

当年度収支差額 △ 110,958 円 △ 201,527 円 △ 20,187 円 

前年度繰越収支差額 1,564,800 円 1,453,841 円 1,252,314 円 

基本金取崩額 0 円 0 円 0 円 

翌年度繰越収支差額 1,453,841 円 1,252,314 円 1,232,126 円 
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